
一 般 質 問 ＜ 個 人 ＞ 発 言 通 告 書

令和４年１１月１５日

長久手市議会議長 殿

長久手市議会議員 田崎あきひさ

会議規則第５９条第２項の規定により下記のとおり通告します。

受
付
個 人 質 問 第 号

令和 年 月 日 時 分

質 問 事 項 及 び 要 旨 備考

１

事業場排水水質検査について

市は年１回市内すべての事業場の中から抽出して事業排

水の水質検査（のお願い）をし、グリーストラップ等除害

施設の使用状況の確認をしているという。

⑴ 事業場の数と年間検査数（抽出数）の推移はどうか。

⑵ 水質検査結果、除害施設の使用状況についてどうか。

⑶ グリーストラップの設置は義務か。

２

本市の土地利用について

⑴ 公園西駅周辺生活利便施設（５番街区）について、い

つ頃どのようなものが完成するのか。

⑵ 住民ニーズとマッチさせる工夫をしているか。

⑶ 本市の企業誘致のための立地候補地はどの程度あると

捉えているか。

⑷ 本市の企業誘致のための取り組みは何かあるか。

３

ＬＩＮＥ公式アカウントについて

新型コロナワクチン接種の予約情報及び感染防止対策等

の情報のみを発信していたＬＩＮＥ公式アカウントの拡張

について、以前より議場で資料添付し利便性の向上を促し

てきたが、

⑴ 何が今後必要なコンテンツと考えているか。



⑵ また拡張のスケジュールはどうか。

４

小中学校における諸課題について

⑴ 中学生の成績のつけ方について、教育支援センター通

いだったり成績が優秀であっても教室で授業を受けない

限りは良い成績がつかなかったりという運用ならば、現

時点で教室には行けないものの高校へは通う意欲を持ち

勉強を頑張る子たちにとってモチベーションが上がらな

い。

毎日登校している生徒と整合性を図るという考えの一

方で、不登校の子に寄り添い、肯定的に評価するための

工夫・対応が求められるという点において、教育長の見

解を求める。

⑵ 中学校の部活実施数（運動種目・文化種目）の傾向は

どのようか。また、今後の活動の指導者は学校現場で担

っていくのか外部委託していくのか方針を問う。

⑶ 市内小中学校のトイレ洋式化率はどのようか。また今

後の整備方針を問う。

５

補助金・交付金を受ける団体の選挙運動等について

⑴ 自治会・まちづくり協議会等は、地域住民の理解と協

力によって自主的に運営される団体という性格上、政治

的に中立であることが基本であると考えられ、その長や

役員等の肩書において特定候補を推薦し選挙運動等を行

うことは、自治会等と行政の密接な関係から十分注意し

ていただく必要があるとされる。「団体としての推薦

状」や「自治会等の長や役員が後援会の活動等の呼びか

けをすること」について、いくつかの自治体ではホーム

ページで自粛の啓発を行っている。本市の状況はどのよ

うか。

⑵ 公職選挙法「特別職の国家公務員及び地方公務員の地

位利用」による選挙運動の制限において選挙運動が禁止

されている公務員特別職は誰にあたるのか。


